
旧南部処理センター解体に伴うダイオキシン類の調査結果について 

１． 施設の状況          　　　 

旧南部処理センターは昭和５３年度に竣工し、３０年間稼働した後、平成２０年度に施設の

稼働を終業しています。今年度から旧南部処理センターを解体し、跡地に防災機能を有したス

ペースを整備する予定です。 

 

２． ダイオキシン類の調査結果        　　　 

旧南部処理センターを解体するにあたり、施設内のダイオキシン類について事前調査を行

いました。焼却炉等の内部に付着又は堆積する灰を採取し、ダイオキシン類の毒性量を測定

した結果は次表のとおりです。 

一部の施設で基準値を超えるダイオキシン類が検出されていますが、建物の内部であるた

め飛散の恐れはなく、周辺環境への影響はありません。また、解体工事においては法律に基づ

き適切に解体します。基準値を超えた付着物については特別管理産業廃棄物として解体事

業者が処分を行うとともに、堆積物に関しては市が処分先に搬送し処分を行います。 

 

表　ダイオキシン類調査結果 

※基準値（３ng-TEQ/g）を超過した測定結果は着色して表記 

※TEQ/ｇ ： １ｇ当たりのダイオキシン類の毒性量（ﾃｨｰｲｰｷｭｰ） 

※１ｎｇ ： １０億分の１ｇ 

　 

３． 今後のスケジュール         　　　 

令和６年　７月 解体工事の入札・仮契約 

令和６年　８月 契約議案の上程 

令和６年１０月 解体工事の着手 

令和８年　９月 解体工事の完了 

令和９年　３月 跡地整備の完了
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区

分
試料採取位置

測定結果 

（ng-TEQ/g）
基準値 残置灰量

 １

付

着

物

焼却炉 ０．６４

３ ng-TEQ/g

 ２ ガス冷却室 ０．１１
 ３ 主灰出コンベアー 　　０．００８４
 ４ 吸出送風機 １．５
 ５ 灰ピット １．１
 ６ 灰貯留設備 ７．２
 ７ 排水処理設備 １．３
 ８ 電気集塵機 ２４
 ９ 触媒反応塔 ２．８
 １０ 煙突 １７
 １１

堆

積

物

焼却炉 　　　　０ ㎥約 ０．０３ 
 １２ 主灰出コンベアー 　　０．００２１ ㎥約 ０．８０ 
 １３ 灰ピット 　０．０１７ ㎥約 １．５０ 
 １４ 排水処理設備 ３．０ ㎥約 ０．０３ 
 １５ 電気集塵機 １９０ ㎥約 ０．１８ 
 １６ 煙突 １．４ ㎥約 ０．０２ 


